
I. 国籍から見る国際法法令適用の判断ポイント
II. 海外資産を相続した際の相続・税務手続きとは？
III. 国籍別相続手続き 米国・ブラジル・フィリピン
IV. 日本と海外の財産を所有する資産家の生前対策の提案のポイントとは？

近年、グローバル化が進み、海外に住む方・外国人が日本の不動産を購入するといったケースも増えてきました。もし、海
外資産を相続する場合、どこの国の法律にのっとて相続手続き、相続税を納税するのか等、様々な疑問がでてくることと思
います。
今回、「もし相続人が外国にいたら！？国際相続手続きのポイント」というテーマで、相続人が外国人の場合や相続人が外
国にいた場合、さらに被相続人に海外資産があった場合など、あおば司法書士事務所豊田則幸氏に解説いただきます。

静岡県浜松市生まれ。早稲田大学政治経済学部経済学科卒。
(株)リクルート、ソフトバンクテレコム(株)で約１８年間勤務。
父の相続に悩んだことをきっかけに会社を早期退職し司法書
士となる。
前職での外国人向け営業担当（主にブラジル人）から得た知
識・経験を生かして、開業以来、国際相続案件（外国人が
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相続人となる案件）や多人数相続案件（相続人が４
０人以上）など、他の専門家が断るような困難案件
を多数手掛ける。
「士業はサービス業」をモットーに、お客様のご要
望やお悩みに対する解決策を提案するコンサルタン
トとして日々奮闘している。

生前対策についての全般的な心構えや留意点、そして
各対策手法に関する知識について、具体例を用いなが
ら解説いたします。

相談を受けた際、どのように応対するか。
提案方法や会話方法について、グループで話し合って
新たな発見をしていただける場となっています。

定例会のコンテンツ

これから需要が増えていく国際相続手続きの法務・税務を理解し、案件獲得の幅を広げよう！

生前対策・家族信託コミュニティー～ＬＦＴ～2020年2月勉強会

「手続代行」から「生前対策コンサル」に移行したい士業・専門家向けコミュニティー


